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令和 7年度 法人本部事業報告書

１ 法人業務執行

法人の業務執行決定や理事の職務執行を監督する機関としての理事会及び重要事項の決

議や理事等執行機関への牽制機能としての評議員会を、感染防止対策を徹底したうえで適

宜開催しました。

業務執行者としての理事の意向を迅速かつ適正に事業に反映させるための理事会を年 6
回（5 月、6 月 2 回、8 月、11 月、3 月）開催し、理事の業務執行を評価、監督、決議す
る評議員会については 6月の定時評議員会に加え決議の省略による招集で 9月、12月の 3
回開催しました。臨時の評議員会では、「はなわまちなかエリア相談・訪問ステーション」

移転に伴う土地、建物の基本財産処分や付帯する定款基本財産別表の改正の決議を行い、

いずれも所轄庁による認可を得ております。

評議員については任期満了により評議員選任・解任委員会にて新任 3人、再任 4人の新
たな評議員を選任しております。また同様に任期を迎えた役員（理事・監事）の選任を決

議し、新たな理事長と常務理事を選定しております。理事会における決議は東恵園改築工

事契約関係や通常の業務執行関係の審議や決議が主でありました。

特定社会福祉法人の責務として、前年度に引き続き会計監査人（監査法人）を選任し、

通年で法人監事と連携の下、会計監査を実施しております。会計監査人からの指摘や意見

は、逐次各拠点の指導に生かし継続して内部管理体制強化へつなげております。

法人監事は、会計監査人と連携の下、主に理事等の業務執行関係の監査にて牽制機能を

継続して高めております。また、内部監査員による内部監査も、内部管理体制強化や、業

務標準化の観点から監査を実施し、業務改善に繫げており、今後も継続して改善を図って

まいります。

２ 諸規程の見直し

本法人の諸規程の見直しに伴い、就業規則、職員給与規程、経理規程、職制規程、定款

の一部改正を行っております。また奨学金代理返還制度に関する規程の制定を行っており

ます。

就業規則の一部改正は、業務省力化等の観点からの別表の改正、職員給与規程の一部改

正は、専門性を評価した資格手当の見直しや新たな処遇改善の一時金の措置、税制改正に

よる通勤手当の非課税限度額の改正、経理規程の一部改正は、廃止となったサービス区分

の削除に伴う整理や国の通知改正に付帯して随意契約時の 2社見積可能金額の改正、職制
規程の一部改正は、給食総合管理センターの体制見直しに付帯して拠点栄養士への発注業

務分担を加える改正、定款の一部改正は、東恵園地域生活支援センター拠点における「は

なわまちなかエリア 相談・訪問ステーション」の基本財産について、所轄庁（秋田県）

からの財産処分承認の認可を受けたことにより改正を行っております。

人財確保の一助として、若年新卒職員の奨学金返済による経済的負担を軽減し、人財の

確保並びに定着を図ることを目的として奨学金代理返還制度に関する規程を制定しており

次年度からの運用を図ってまいります。

３ 社会福祉施設等施設整備

今年度における社会福祉施設等整備は、東恵園改築工事に係る補助金（2ケ年度～令和 8
年度で一括会計処理）介護テクノロジー補助金、介護ロボット導入補助金、省エネ関係の

補助金を受け、コミュニケーション機器やご利用者様の見守りに資する機器類の整備や省
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エネ関係の補助金では断熱改修や省エネエアコンの整備を図っております。

次年度では円滑な東恵園改築工事完工に向けて注力してまいります。

４ 公的補助金及び民間助成金

・令和 7年度秋田県 医療・介護・福祉施設省エネルギー化支援事業費補助金

和光園、東山学園、鹿角苑における省エネエアコン整備、断熱改修工事整備補助

・令和 7年度秋田県障害福祉分野のロボット等導入支援事業（ロボット導入支援分）補助
金

鹿角苑 見守り/コミニケーション支援機器（眠り scan＆ eyeカメラ 10台）整備補助
・令和 7年度秋田県介護テクノロジー活用支援事業費補助金

和光園/特定施設、鹿南の郷 （眠り SCAN ＆ SCANeye カメラ 20 台整備、インカム
他整備補助

・鹿角市介護保険施設等物価高騰対策事業費補助金

鹿角市内の老人系施設、事業所 食材料費物価高騰分への負担軽減補助（4 月～ 9 月）
・鹿角市介護保険施設等物価高騰対策事業費補助金（食材料費）

鹿角市内の老人系施設、事業所 食材料費物価高騰分への負担軽減補助（10月～ 3月）
・鹿角市介護保険施設等物価高騰対策事業費補助金（入所・通所・複合系）、（訪問系）

鹿角市内の老人系施設、事業所 光熱水費等物価高騰分への負担軽減補助（4月～ 3月）
・鹿角市障害者支援施設等物価高騰対策事業費補助金

鹿角市内の障害系施設、事業所 食材料費物価高騰分への負担軽減補助（4 月～ 9 月）
・鹿角市障害者支援施設等物価高騰対策事業費補助金（食材料費・光熱水費等）

鹿角市内の障害系施設、事業所 食材料費物価高騰分への負担軽減補助（10月～ 3月）
鹿角市内の障害系施設、事業所 光熱水費等物価高騰分への負担軽減補助（4月～ 3月）

・令和 7年度大館市障害者支援施設等物価高騰対策事業費補助金（食材料費）
大館市内の障害系施設、事業所 食材料費物価高騰分への負担軽減補助（4 月～ 9 月）

・令和 7年度大館市障害者支援施設等物価高騰対策事業（入所・通所系）費補助金
大館市内の障害系施設、事業所 食材料費物価高騰分への負担軽減補助（10月～ 3月）
大館市内の障害系施設、事業所 光熱水費等物価高騰分への負担軽減補助（4月～ 3月）

・令和 7年度大館市障害者支援施設等物価高騰対策事業（訪問・相談系）費補助金
大館市内の訪問・相談系事業所の光熱水費物価高騰分への負担軽減補助（4 月～ 3 月）

・令和 7年度小坂町障害者支援施設等物価高騰対策事業費補助金（食材料費）
小坂町内の障害系施設 食材料費物価高騰分への負担軽減補助（10月～ 3月）

・令和 7年度小坂町障害者支援施設等物価高騰対策事業費補助金（入所・通所・複合系）
小坂町内の障害系施設、事業所 光熱水費等物価高騰分への負担軽減補助（4月～ 3月）

・東京都 令和 7年度障害者施設等物価高騰緊急対策事業補助金
物価高騰相当経費（食材費、光熱費）への補助（4月～ 12月）

・秋田県山林種苗協同組合 増産促進事業助成金

錦木ワークセンター スギ種子代の購入補助

・秋田県 令和 7年度畜産経営維持緊急支援事業補助金
錦木ワークセンター 繁殖成績や産卵率向上等に資する素畜の導入等への支援

・鹿角市認知症カフェ運営補助金

東恵園地域生活支援センター（認知症カフェ運営費（消耗品費等）補助

・秋田県 結核予防費補助金
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和光園利用者定期健康診断経費補助

・令和 7年度鹿角市産業人材育成支援補助金（産業人材育成支援）
東恵園地域生活支援センター 資格取得につながる研修会等（二種免許取得/特定旅
客自動車運送事業従事の為）受講への助成。

・介護人材確保・職場環境改善等補助金

介護保険関係事業所における介護人材確保・職場環境改善等補助/一時金
・障害福祉人材確保・職場環境改善等補助金

障害福祉サービス事業所における障害福祉人材確保・職場環境改善等補助/一時金
・埼玉県障害福祉人材確保・職場環境改善等事業補助金（措置費分）

東山学園児童施設における障害福祉人材確保・職場環境改善等補助/一時金
・千葉県障害福祉人材確保・職場環境改善等事業補助金（措置費分）

東山学園児童施設における障害福祉人材確保・職場環境改善等補助/一時金
・令和 6年度福祉・介護職員等処遇改善臨時特例交付金/千葉県

東山学園児童施設における処遇改善補助/措置費単価改定差額
・令和 6年度福祉・介護職員等処遇改善臨時特例交付金/埼玉県

東山学園児童施設における処遇改善補助/措置費単価改定差額

５ 本部機能の強化

継続して、会計監査人監査や内部監査、内部監査員による業務等監査を通じて、内部統

制の強化や業務標準化の向上に努めてきました。また、次世代の法人を担う人財確保にお

いては、人財課の下に通年での採用試験や選考を面接試験のみへの変更等で進めたことに

より成果が見えております。

11年目を迎えた給食総合管理センターは、2人体制にて献立作成業務、発注業務等の基
幹的業務のみを所管し円滑な業務遂行に努めておりますが、次年度からはクックチル方式

給食の導入拡大に伴う業務の整理と職員配置の見直しにより 1人体制とし、各拠点の栄養
士へ発注業務の分担を図ることとしております。

介護職員初任者研修事業は 14 年目を迎え、4 人の修了者（法人職員 2人、一般 2 人）を
して送りだすことができ、継続して地域における人財育成の貢献に寄与しております。

6 年目を迎えた介護福祉士実務者研修事業は、4 月開講定員 15 人に対し、7 人（全て法
人職員）が受講修了し、4人が合格を迎えることができております。
法人職員研修についても、継続して本部の専任職員の下に「人財育成の取り組みに係わ

る指針」により一元的な教育体制及び研修計画を整備し職員の資質向上につなげているほ

か、資格取得支援に資する学習会等も都度開催し職員の資格取得率向上に寄与しておりま

す。

６ 危機管理体制の強化

本年度の感染症対策については、継続して常に危機感を持ち、各施設・事業所が連携し、

職員家族の協力も得ながら感染症予防対策を最重要課題とし、徹底して取り組んでおりま

す。新型コロナウイルスに関しては、適宜ワクチン接種も進めてきましたが、年間を通じ

てご利用者様、職員（家族含む）の感染が散見されております。

インフルエンザについては、ご利用者様及び職員のワクチンの予防接種を行い、各施設

においては、適正な水際対策の履行してきましたが家族感染等が冬季や春先に若干散見さ

れています。

ノロウィルスによる感染性胃腸炎に関しては、ほぼ皆無でありました。
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BCP（事業継続）計画の策定や研修等の実施が、運営基準にて義務化されたことにより
各拠点では実効性のある利用者安全確保とサービスの継続性維持を如何にして担保するか

が重要な課題として挙げられてきております。今後も継続して取り組んでまいります。

７ 会議の開催状況

【理事会】

○第 1回 令和 7年 5月 27日（理事 6名 監事 2名 本部集会室）

議案第 1号 特別養護老人ホーム東恵園改築工事（建築工事、解体工事、外構工事含む）

の指名競争入札について

議案第 2号 特別養護老人ホーム東恵園改築工事（電気設備工事）の指名競争入札につ

いて

議案第 3号 特別養護老人ホーム東恵園改築工事（機械設備工事）の指名競争入札につ

いて

議案第 4号 鹿角苑拠点区分における再加熱カートセットの物品購入契約締結について

○第 2回 令和 7年 6月 6日（理事 5名 監事 2名 本部集会室）

議案第 5号 令和 6年度事業報告並びに同附属明細書の承認について
議案第 6号 令和 6年度計算書類（貸借対照表及び収支計算書）及び財産目録の

承認について

議案第 7号 定時評議員会の招集について

議案第 8号 評議員候補者の推薦について

議案第 9号 評議員選任・解任委員会の招集について

議案第 10号 理事・監事の選任について

議案第 11号 評議員選任・解任委員会の外部委員の選任について

議案第 12号 社会福祉法人花輪ふくし会 職員給与規程の一部改正について

議案第 13号 令和 7年度社会福祉事業資金収支補正予算の承認について

○第 3回 令和 7年 6月 24日（理事 6名 監事 2名 本部集会室）招集手続きの省略

議案第 14号 理事長の選定について

議案第 15号 常務理事の選定について

議案第 16号 会計監査人監査の業務委託契約締結について

議案第 17号 社会福祉法人花輪ふくし会 役員等賠償責任保険の契約について

議案第 18 号 特別養護老人ホーム東恵園改築工事（建築工事、解体工事、外構工事含

む）の工事請負契約締結について

議案第 19 号 特別養護老人ホーム東恵園改築工事（電気設備工事）の工事請負契約締

結について

議案第 20 号 特別養護老人ホーム東恵園改築工事（機械設備工事）の工事請負契約締

結について

○第 4回 令和 7年 8月 28日（理事 6名 監事 1名 本部集会室）

議案第 21号 東恵園改築に伴う特殊浴槽一式の物品購入契約締結について

議案第 22号 東恵園改築に伴う厨房機器一式の物品購入契約締結について

議案第 23号 社会福祉法人花輪ふくし会 就業規則の一部改正について

議案第 24号 社会福祉法人花輪ふくし会 職員給与規程の一部改正について
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議案第 25号 社会福祉法人花輪ふくし会 経理規程の一部改正について

議案第 26号 社会福祉法人花輪ふくし会 基本財産の処分について

議案第 27号 決議の省略の方法による第 2回評議員会の招集について
議案第 28号 令和 7度社会福祉事業資金収支補正予算の承認について
※ 業務執行状況報告（理事長及び常務理事）

○第 5回 令和 7年 11月 27日（理事 6名 監事 2名 本部集会室）

議案第 29号 社会福祉法人花輪ふくし会 就業規則の一部改正について

議案第 30号 社会福祉法人花輪ふくし会 職員給与規程の一部改正について

議案第 31号 社会福祉法人花輪ふくし会 定款の一部改正について

議案第 32号 決議の省略の方法による第 3回評議員会の招集について
議案第 33号 令和 7度社会福祉事業資金収支補正予算の承認について

○第 6回 令和 8年 3月 27日（理事 6名 監事 2名 本部集会室）

議案第 34号 社会福祉法人花輪ふくし会 職制規程の一部改正について

議案第 35号 社会福祉法人花輪ふくし会 経理規程の一部改正について

議案第 36号 社会福祉法人花輪ふくし会 奨学金返還支援制度規程の制定について

議案第 37号 令和 7年度社会福祉事業資金収支補正予算の承認について
議案第 38号 令和 8年度社会福祉法人花輪ふくし会事業計画書の承認について
議案第 39号 令和 8年度社会福祉事業資金収支予算の承認について
議案第 40号 令和 8年度内部監査における年度監査計画の承認について
※ 業務執行状況報告（理事長及び常務理事）

【評議員会】

○第 1 回 令和 7 年 6月 24 日 定時評議員会（評議員 6 名 理事 5名、監事 2名 本部

集会室）

報告第 1号 令和 6年度事業報告並びに同附属明細書の承認について
報告第 2号 令和 6年度計算書類（貸借対照表及び収支計算書）及び財産目録の

承認について

議案第 1号 理事の選任について

○第 2回 令和 7年 8月 29日（定時評議員会）（決議の省略による招集）提案日
令和 7年 9月 11日 決議があったとみなされた日

議案第 2号 社会福祉法人花輪ふくし会 基本財産の処分について

○第 3回 令和 7年 11月 28日（定時評議員会）（決議の省略による招集）提案日
令和 7年 12月 9日 決議があったとみなされた日

議案第 3号 社会福祉法人花輪ふくし会 定款の一部改正について

【評議員選任・解任委員会】（理事長 1名 委員 5名 本部集会室）

○第 1回 令和 7年 6月 12日
議案第 1号 社会福祉法人花輪ふくし会 評議員の選任について

【監事監査】
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○令和 7年度決算監事監査（各拠点）
令和 7年 5月 7日～ 5月 16日（延べ 7日）

○令和 7年度随時監事監査（預り金監査）各拠点
令和 7年 9月 10日～ 17日（延べ 5日）

○令和 7年度上半期棚卸監査（各拠点）
令和 7 年 9 月 30 日（はなわ・とわだ・こさか地域生活支援センター、地域生活支援

拠点おおだて）

○令和 7年度定期中間監査（各拠点）
令和 7年 11月 12日～ 11月 21日（延べ 7日）

○令和 7年度決算棚卸監査（各拠点）
令和 8 年 3 月 31 日（はなわ・とわだ・こさか地域生活支援センター、地域生活支援

拠点おおだて）

【内部監査】（法人内部監査員による監査）

○令和 7年度決算内部監査～主に各種内部統制の適切性、有効性の検証
令和 7年 5月 7日～ 5月 16日（延べ 7日）全拠点

○個別支援計画プロセス他全般の検証（障害系事業所）

○人財育成に係る法人方針等の運用状況他（全事業所）

令和 7年 7月 2日～ 7月 17日（延べ 6日）

〇令和 7年度内部監査（預り金）～利用者預り金管理状況、遺留金品取扱状況他
令和 7年 9月 10日～ 9月 17日（延べ 5日）11拠点

〇令和 7年度上半期棚卸監事監査（補助）
令和 7 年 9 月 30 日（はなわ・とわだ地域生活支援センター、地域生活支援拠点おお

だて）

○「個別支援計画」フォローアップ監査（障害系事業所）

○「人財育成」フォローアップ監査（全事業所）

○「事故・ヒヤリハット報告」その後他（全事業所）

令和 7年 10月 14日～ 10月 28日（延べ 6日）13拠点

○令和 7年度定期中間内部監査～上半期決算数値や予算執行の適正性の検証他
令和 7年 11月 12日～ 11月 21日（延べ 7日）全拠点

８ 研修

○役員研修（先進地視察研修～介護ロボット等、先進業務改善法人及び国際福祉機器展）

期 日：令和 7年 10月 8日～ 9日 役員 7名、施設長 4名、本部 4名（計 15名）
場 所：東京都大田区東糀谷（社会福祉法人善光会）、東京ビックサイト
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９ 行事等

令和 7年 4月 1日 辞令交付式、理事長新年度訓示、施設長会

16日 高齢部会
17日 キャリア部会

23日 障がい部会

5月 1日 施設長会

5月 7日～ 16日 法人監事決算監査（内部監査）

12日 顧問税理士による決算監査（本部）

16日 会計監査人計算書類監査（本部）

20日 高齢部会

21日 障がい部会

27日 理事会

6月 2日 施設長会

6日 理事会

12日 評議員選任・解任委員会、総務委員会

17日 キャリア部会

18日 障がい部会

19日 クリエイト部会

20日 高齢部会

24日 定時評議員会・理事会

7月 1日 施設長会

15日 高齢部会、障がい部会

8月 1日 施設長会

6日 東恵園改築工程会議

18日 障がい部会

19日 高齢部会

22日 クリエイト部会

25日 キャリア部会

27日 更望園県指導監査

28日 理事会

9月 1日 施設長会

3日 東恵園改築工程会議

10日~17日 法人随時監査（預り金）・内部監査

11日 職員採用試験 1名
17日 職員採用試験合格発表（9/11分）

18日~19日 会計監査人監査（あすなろ・法人本部）

25日 東恵園改築工事起工式（地鎮祭）

26日 契約職員採用面接試験、職員採用試験 1名
30日 棚卸監査
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10月 1日 施設長会、東恵園改築工程会議

3日 職員採用試験合格発表（9/26分）
8日~9日 法人役員視察研修/東京都（社福）善光会・HCR2026

15日 障がい部会

17日 高齢部会

20日 懲戒審査委員会

21日 クリエイト部会

22日 キャリア部会

30日 郵便局長会寄贈品贈呈式

11月 4日 施設長会、東恵園改築工程会議

12日~21日 法人定期中間監事監査・内部監査

21日 職員採用試験 2名
19日 障がい部会

20日 高齢部会

27日 理事会、職員採用試験合格発表（11/21分）

12月 1日 永年勤続表彰、施設長会

10日 東恵園改築工程会議

11日~12日 会計監査人監査（東山学園・法人本部）

18日 高齢部会、クリエイト部会

19日 障がい部会

23日~24日 令和 8年度事業計画ヒアリング

令和 8年 1月 5日 理事長年頭訓示、施設長会、職員採用試験 1名
7日 職員採用試験合格発表（1/5分）

13日 キャリア部会

14日 東恵園改築工程会議

16日 障がい部会

20日 高齢部会

2月 2日 施設長会

9日~12日 事業計画・予算理事長ヒアリング、

13日 障がい部会、職員採用試験 1名
16日 栄養士会議

17日 高齢部会、職員採用試験合格発表（2/13分）

3月 2日 施設長会

17日 高齢部会、栄養士会議

18日 障がい部会

23日~25日 会計監査人監査（東恵園、十和田 GH、就労センター、本
部）

27日 理事会

31日 決算棚卸、退職者辞令交付式

資料1　令和7年度　事業報告書 8 2026/06/05



令和 7 年度法人研修実施報告 
＜階層別研修＞ 
No 研修名 開催期

日 
場所 参加職員・人数 講師 

1 新任職員研修Ⅰ 4/4 法人本部 新採用職員 9 人 内部 

2 新任職員研修Ⅱ 4/18 法人本部 新採用職員 9 人 内部 
3 新任職員研修Ⅲ 4/18 法人本部 新採用職員 6 人 内部 
4 新任職員研修Ⅳ 4/18 法人本部 新卒採用職員 1 人 内部 

5 新任職員研修Ⅴ 4/25 各事業所 新採用職員 10 人 内部 
6 新任職員研修Ⅵ（動画視聴） 4~9 月 各事業所 新採用職員 4 人 外部 
7 中堅職員スキルアップ研修Ⅰ    6/3 法人本部 正職・契約（7 年～）15 人 内部 
8 指導職員研修Ⅱ 6/18 各事業所 指導係長 11 人 内部 
9 指導職員研修Ⅰ 7/15 法人本部 主任 22 人 外部 

10 指導職員研修Ⅲ 7/18 法人本部 指導係長 11 人 内部 
11 管理職員研修Ⅱ 7/24 法人本部 補佐・課長 6 人 内部 
12 管理・指導職員研修Ⅰ 8/5 法人本部 補佐・課長・係長 9 人 外部 
13 新任職員フォローアップ研修① 8/12 法人本部 新採用職員 8 人 内部 
14 初級職員研修Ⅰ 8/19 法人本部 正職・契約（～3 年）6 人 内部 
15 管理職員研修Ⅲ 8/26 法人本部 施設長 4 人 外部 
16 中堅職員研修Ⅰ 8/27 法人本部 正職・契約（4 年～）12 人 内部 
17 中堅職員スキルアップ研修Ⅱ 9/9 法人本部 正職・契約（7 年～）11 人 内部 
18 指導職員研修Ⅴ 9/22 法人本部 主任 20 人 内部 
19 指導職員研修Ⅳ 9/25 法人本部 指導係長 9 人 内部 
20 初級職員研修Ⅱ 10/2 法人本部 正職・契約（～3 年）8 人 外部 
21 初級職員研修Ⅲ 11/8 法人本部 正職・契約（～3 年）13 人 内部 
22 中堅職員研修Ⅱ 11/13 法人本部 正職・契約（4 年～）18 人 内部 
23 新任職員フォローアップ研修② 2/27 法人本部 新採用職員 10 人 内部 
 
＜専門研修＞ 
No 研修名 開催期日 場所 参加人数 講師 
1 精神疾患（障がい）支援研修 5/17 法人本部 17 人 外部 
2 自閉症支援フォローアップ研修 6/16 法人本部 8 人 内部 
3 一般職員研修 7/1 法人本部 20 人 外部 
4 記録作成研修（リモート） 7/10 法人本部 18 人 内部 
5 自閉症支援フォローアップ研修 8/18 法人本部 8 人 内部 
6 自閉症支援フォローアップ研修 10/14 法人本部 7 人 内部 
7 認知症ケア研修（リモート） 10/15 各事業所 8 人 内部 
8 知的障がい者支援研修（リモート） 10/15 各事業所 21 人 内部 
9 エルダー・メンター養成研修 10/20 法人本部 14 人 内部 
10 事務職員研修 10/29 法人本部 2 人 内部 
11 自閉スペクトラム症支援研修 11/20 法人本部 14 人 内部 
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12 介護保険制度研修（リモート） 12/9 各事業所 12 人 内部 
13 障がい者総合支援法研修（リモート） 12/9 各事業所 13 人 内部 
14 自閉症支援フォローアップ研修 2/17 法人本部 5 人 内部 

 
＜自己啓発研修＞ 
No 研修名 開催期日 場所 参加人数 講師 
1 介護職員初任者研修 5/10～8/9 本部 4 人(法人職員 3 人一般 1 人) 内部 
2 介護福祉士実務者研修 4/8～11/7 本部 7 人(法人職員 6 人一般 1 人) 内部 

 
＜派遣研修＞ 
No 研修名 開催期日 参加人数 場所 
１ ボディメカニクス講座：基礎編 5/17 1 人 東京都 

2 ボディメカニクス講座：上級編 5/30 1 人 東京都 
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令和７年度 法人メンタルヘルス活動報告 
 

＜メンタルヘルス研修＞ 
No 研修テーマ 期  日 参加職員数 講師 
1 新任職員研修Ⅲ 4 月 18 日 1 人 内部 
2 初級職員研修Ⅱ 10 月 2 日 8 人 内部 
3 「人間関係とコミュニケーション」 各事業所園内研修 61 人 事業所職員 
4 「認知行動療法とマインドフルネス」 各事業所園内研修 54 人 事業所職員 
5 「睡眠負債と疲労対策」 各事業所園内研修 90 人 事業所職員 
6 「メンタルヘルスセルフケア」 各事業所園内研修 184 人 事業所職員 
7 「交流分析とアサーション」 各事業所園内研修 61 人 事業所職員 
8 「腰痛予防対策」 各事業所園内研修 134 人 事業所職員 
9 「転倒防止対策」 各事業所園内研修 104 人 事業所職員 

 
 
＜相談件数＞ 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 
実人員 1 0 0 0 2 1 0 1 2 3 0 0 10 
延べ人員 1 0 0 0 2 1 0 3 2 3 0 0 12 
 
※休業 4 人  
※職場復帰プログラム 4 人   
※退職者  3 人   
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(6
か

月
）

鹿
角

市
障

害
者

支
援

施
設

等
物

価
高

騰
対

策
事

業
費

補
助

金
（

食
材

料
費

・
光

熱
水

費
等

）
鹿

角
市

令
和

8年
2月

24
日

3,
93

0,
80

0
3,

93
0,

80
0

障
害

系
施

設
、

事
業

所
（

鹿
角

市
内

）
児

童
含

む

引
き

続
き

物
価

高
騰

等
の

影
響

を
受

け
て

い
る

障
害

者
支

援
施

設
等

の
負

担
軽

減
を

図
る

た
め

、
食

材
料

費
、

光
熱

水
費

の
高

騰
分

に
対

し
助

成
す

る
。

食
材

料
費

/令
和

7年
10

月
～

令
和

8年
3月

、
水

道
光

熱
費

等
/

令
和

7年
4月

～
令

和
8年

3月

令
和

7年
度

大
館

市
障

害
者

支
援

施
設

等
物

価
高

騰
対

策
事

業
費

補
助

金
（

食
材

料
費

）
大

館
市

令
和

7年
7月

25
日

15
0,

50
0

15
0,

50
0

障
害

系
施

設
、

事
業

所
（

大
館

市
内

）

物
価

高
騰

等
の

影
響

を
受

け
て

い
る

障
害

者
支

援
施

設
等

の
負

担
軽

減
を

図
る

た
め

、
食

材
料

費
の

高
騰

分
に

対
し

助
成

す
る

。
令

和
7年

4月
～

9月
　

(6
か

月
）

令
和

7
年

度
大

館
市

障
害

者
支

援
施

設
等

物
価

高
騰

対
策

事
業

（
入

所
・

通
所

系
）

費
補

助
金

大
館

市
令

和
8年

2月
12

日
96

2,
70

0
96

2,
70

0
障

害
系

施
設

、
事

業
所

（
大

館
市

内
）

引
き

続
き

物
価

高
騰

等
の

影
響

を
受

け
て

い
る

障
害

者
支

援
施

設
等

の
負

担
軽

減
を

図
る

た
め

、
食

材
料

費
、

光
熱

水
費

の
高

騰
分

に
対

し
助

成
す

る
。

食
材

料
費

/令
和

7年
10

月
～

令
和

8年
3月

、
水

道
光

熱
費

等
/

令
和

7年
4月

～
令

和
8年

3月

令
和

７
年

度
大

館
市

障
害

者
支

援
施

設
等

物
価

高
騰

対
策

事
業

（
訪

問
・

相
談

系
）

費
補

助
金

大
館

市
令

和
8年

2月
12

日
20

6,
00

0
20

6,
00

0
障

害
系

施
設

、
事

業
所

（
大

館
市

内
）

引
き

続
き

物
価

高
騰

等
の

影
響

を
受

け
て

い
る

障
害

者
支

援
施

設
等

の
負

担
軽

減
を

図
る

た
め

、
食

材
料

費
、

光
熱

水
費

の
高

騰
分

に
対

し
助

成
す

る
。

食
材

料
費

/令
和

7年
10

月
～

令
和

8年
3月

、
水

道
光

熱
費

等
/

令
和

7年
4月

～
令

和
8年

3月

令
和

7
年

度
小

坂
町

障
害

者
支

援
施

設
等

物
価

高
騰

対
策

事
業

費
補

助
金

（
食

材
料

費
）

小
坂

町
令

和
8年

2月
2日

37
7,

40
0

37
7,

40
0

障
害

系
施

設
、

事
業

所
（

小
坂

町
）

引
き

続
き

物
価

高
騰

等
の

影
響

を
受

け
て

い
る

障
害

者
支

援
施

設
等

の
負

担
軽

減
を

図
る

た
め

、
食

材
料

費
、

光
熱

水
費

の
高

騰
分

に
対

し
助

成
す

る
。

食
材

料
費

/令
和

7年
10

月
～

令
和

8年
3月

令
和

7
年

度
小

坂
町

障
害

者
支

援
施

設
等

物
価

高
騰

対
策

事
業

費
補

助
金

（
入

所
・

通
所

・
複

合
系

）
小

坂
町

令
和

8年
2月

4日
2,

75
0,

80
0

2,
75

0,
80

0
障

害
系

施
設

、
事

業
所

（
小

坂
町

）

引
き

続
き

物
価

高
騰

等
の

影
響

を
受

け
て

い
る

障
害

者
支

援
施

設
等

の
負

担
軽

減
を

図
る

た
め

、
食

材
料

費
、

光
熱

水
費

の
高

騰
分

に
対

し
助

成
す

る
。

水
道

光
熱

費
等

/令
和

7年
4月

～
令

和
8年

3月

令
和

7年
度

　
公

的
補

助
金

及
び

民
間

助
成

金
一

覧
表
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社
会
福
祉
法
人
花
輪
ふ
く
し
会

補
助
・
助
成
金
正
式
名
称

補
助

・
助

成
団

体
交

付
決

定
年

月
日

交
付

予
定

額
事

業
費

総
額

交
付

決
定

額
自

己
資

金
額

対
象
施
設

事
業
内
容

令
和

7年
度

　
公

的
補

助
金

及
び

民
間

助
成

金
一

覧
表

東
京
都
 
令

和
7年

度
障

害
者

施
設

等
物

価
高

騰
緊

急
対

策
事

業
補

助
金

東
京

都
令

和
8年

3月
16

日
1,

17
7,

65
8

1,
17

7,
65

8
鹿

角
苑

利
用

者
に

価
格

転
嫁

で
き

な
い
食

材
費

及
び

光
熱

費
の

物
価
高

騰
相

当

分
(令

和
7年

4月
か

ら
令

和
7年

12
月

)

介
護

人
財

確
保

・
職

場
環

境
改

善
等

補
助

金
秋

田
県

令
和

7年
4月

22
日

6,
01

9,
69

6
5,

85
3,

75
9

介
護
保
険
関
係
事

業
所

介
護

人
財

確
保

・
職

場
環

境
改

善
等

補
助

障
害

福
祉

人
材

確
保

・
職

場
環

境
改

善
等

補
助

金
秋

田
県

令
和

7年
4月

22
日

14
,2

54
,9

68
14

,4
16

,5
92

障
害

関
係

事
業

所
障

害
福

祉
人

材
確

保
・

職
場

環
境

改
善

等
補

助

障
害

福
祉

人
材

確
保

・
職

場
環

境
改

善
等

補
助

金
秋

田
県

令
和

7年
4月

22
日

1,
10

7,
66

3
78

0,
45

3
障

害
関

係
事

業
所

(
学

園
児

童
）

障
害

福
祉

人
材

確
保

・
職

場
環

境
改

善
等

補
助

障
害

福
祉

人
材

確
保

・
職

場
環

境
改

善
等

補
助

金
秋

田
県

令
和

7年
7月

29
日

95
7,

63
0

95
7,

63
0

東
山

学
園

(
措

置
）

障
害

福
祉

人
材

確
保

・
職

場
環

境
改

善
等

補
助

埼
玉

県
障

害
福

祉
人

材
確

保
・

職
場

環
境

改
善

等
事

業
補

助
金

（
措

置
費

分
）

埼
玉

県
令

和
7年

10
月

7日
11

8,
87

2
11

6,
88

6
東

山
学

園
(
児

童
）

措
置

障
害

福
祉

人
材

確
保

・
職

場
環

境
改

善
等

事
業

補
助

（
措

置
費

分
）

R6
.1

2

千
葉

県
障

害
福

祉
人

材
確

保
・

職
場

環
境

改
善

等
事

業
補

助
金

（
措

置
費

分
）

千
葉

県
令

和
7年

8月
22

日
12

9,
39

7
12

7,
27

7
東

山
学

園
(
児

童
）

措
置

障
害

福
祉

人
材

確
保

・
職

場
環

境
改

善
等

事
業

補
助

（
措

置
費

分
）

令
和

6年
度

福
祉

・
介

護
職

員
等

処
遇

改
善

臨
時

特
例

交
付

金
/千

葉
県

千
葉

県
1,

98
6

1,
98

6
東

山
学

園
(
児

童
）

措
置

処
遇

改
善

補
助

/措
置

費
単

価
改

定
差

額

令
和

6年
度

福
祉

・
介

護
職

員
等

処
遇

改
善

臨
時

特
例

交
付

金
/埼

玉
県

埼
玉

県
2,

12
0

2,
12

0
東

山
学

園
(
児

童
）

措
置

処
遇

改
善

補
助

/措
置

費
単

価
改

定
差

額

令
和

7年
度

秋
田

県
 医

療
・

介
護

・
福

祉
施

設
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

支
援

事
業

費
補

助
金

秋
田

県
令

和
7年

5月
12

日
2,

00
0,

00
0

3,
25

1,
60

0
2,

00
0,

00
0

1,
25

1,
60

0
和

光
園

省
エ

ネ
型

の
エ

ア
コ

ン
6台

更
新

令
和

7年
度

秋
田

県
 医

療
・

介
護

・
福

祉
施

設
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

支
援

事
業

費
補

助
金

秋
田

県
令

和
7年

5月
19

日
2,

00
0,

00
0

4,
31

2,
00

0
2,

00
0,

00
0

2,
31

2,
00

0
東

山
学

園
断

熱
改

修
工

事
（

窓
に

内
付

サ
ッ

シ
取

付
）

令
和

7年
度

秋
田

県
 医

療
・

介
護

・
福

祉
施

設
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

支
援

事
業

費
補

助
金

秋
田

県
令

和
7年

5月
12

日
2,

00
0,

00
0

5,
04

6,
00

0
2,

00
0,

00
0

3,
04

6,
00

0
鹿

角
苑

断
熱

改
修

工
事

（
窓

に
内

付
サ

ッ
シ

取
付

）

令
和

7年
度

秋
田

県
障

害
福

祉
分

野
の

ロ
ボ

ッ
ト

等
導

入
支

援
事

業
（

ロ
ボ
ッ
ト
導
入

支
援

分
）

補
助

金
秋

田
県

令
和

7年
3月

17
日

1,
57

5,
00

0
2,

71
1,

50
0

1,
57

5,
00

0
1,

13
6,

50
0
鹿
角
苑

見
守

り
・

コ
ミ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

支
援

機
器

（
眠

り
sc

an
＆

ey
eカ

メ
ラ

10
台

）

令
和

7年
度

秋
田

県
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
活

用
支

援
事

業
費

補
助

金
秋

田
県

令
和

7年
10

月
6日

3,
00

0,
00

0
4,

74
1,

00
0

3,
00

0,
00

0
1,

74
1,

00
0

和
光

園
特

定
施

設

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
導

入
（

眠
り

SC
A

N
＆

SC
A

N
ey

eカ
メ

ラ
 2

0台
整

備
一

式
）

令
和

7年
度

秋
田

県
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
活

用
支

援
事

業
費

補
助

金
秋

田
県

令
和

8年
1月

26
日

1,
97

6,
00

0
2,

41
4,

50
0

1,
80

8,
00

0
60

6,
50

0
鹿

南
の

郷

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

等
の

導
入

（
介

護
ソ

フ
ト

除
く

）
イ

ン
カ

ム
8台

及

び
導

入
費

用
一

式
補

助

令
和

7年
度

秋
田

県
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
活

用
支

援
事

業
費

補
助

金
秋

田
県

令
和

7年
10

月
6日

45
6,

00
0

61
0,

94
0

45
6,

00
0

15
4,

94
0

和
光

園

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
導

入
（

イ
ン

カ
ム

増
設

6台
/イ

ン
カ

ム
と

一
体

的
使

用
ス

マ
ホ

6台
整

備
一

式
）
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社
会
福
祉
法
人
花
輪
ふ
く
し
会

補
助
・
助
成
金
正
式
名
称

補
助

・
助

成
団

体
交

付
決

定
年

月
日

交
付

予
定

額
事

業
費

総
額

交
付

決
定

額
自

己
資

金
額

対
象
施
設

事
業
内
容

令
和

7年
度

　
公

的
補

助
金

及
び

民
間

助
成

金
一

覧
表

秋
田
県
山
林
種
苗
協
同
組
合
　
増
産
促
進
事
業
助
成
金

秋
田

県
山

林
種

苗
協

同
組

合
令

和
7年

12
月

5日
59

,5
63

59
,5

63
錦

木
ワ

ー
ク

セ
ン

タ
ー

ス
ギ

種
子

代
の

補
助

目
的

で
ス

ギ
種

子
代

の
×

0.
35

円
を

補
助

秋
田
県

 令
和

7年
度

畜
産

経
営

維
持

緊
急

支
援

事
業

補
助

金
秋

田
県

令
和

8年
2月

17
日

46
7,

50
0

46
7,

50
0

0
錦

木
ワ

ー
ク

セ
ン

タ
ー

配
合

飼
料

価
格

の
高

騰
等

に
よ

り
畜

産
経

営
の

再
生

産
を

促
す

と
と

も
に

鶏
卵

等
畜

産
物

の
安

定
供

給
を

図
る

た
め

、
繁

殖
成

績
や

産
卵

率
向

上
等

に
資

す
る

素
畜

の
導

入
や

衛
生

対
策

の
取

組
を

支
援

。

令
和

7年
度

 
鹿
角

市
　

産
業

人
材

育
成

支
援

補
助

金
（

産
業

人
材

育
成

支
援
）

鹿
角

市
令

和
7年

9月
2日

50
,0

00
21

5,
05

0
50

,0
00

16
5,

05
0
東
恵
園
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー

中
小

企
業

者
及

び
そ

の
従

業
員

の
能

力
及

び
技

術
力

向
上

を
図

る
た

め
に

、
資

格
取

得
試

験
や

資
格

取
得
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障害者支援施設 あすなろ 

令和 7 年度 事業報告書 

 

重点事項の実施状況 

 

1 ご利用者様の人権尊重と意思決定支援の充実 
個別支援計画、モニタリング等をご利用者様やご家族様、各種担当者を交えて行う事でご利

用者様の思いや考えを共有し、相互理解の中で支える事につなげる事ができました。 
気づきコメントや虐待防止セルフチェック、不適切ケアチェックを通して、支援の確認と改

善を行うことでサービスの質の向上を図りました。 
 

2 効率・効果・生産性向上による個別支援の充実 
個別対応とは何かを考えながら、個別支援計画を基にチームでの取り組みをすすめました。

その中で少人数や個人対応での利用者旅行は非常に喜んでいただけました。また、日々の生活

の中でカラオケや手芸、的当てや塗り絵など、個別に楽しむ機会を提供し喜んでいただきまし

た。 
眠りスキャン等 ICTの活用については、バイタルや睡眠状況を確認する事に留まりましたが、

映像やバイタルを遠隔で確認できることで、特に夜間帯の職員の心理的負担の軽減が図られて

います。今後は職員同士がより連携しやすい状況を構築するためにインカム等の導入を検討し

ていきます。 
 
3 良質なサービスの提供 

事故報告や不適切ケアチャック、コラムでのディスカッションなどを通して、サービスの質

の向上に努めました。いずれもご利用者様への安全な支援の提供と職員の標準的な支援を進め

るためのものであることを各種会議、申し送り等を通して理解の促進に努めました。 
機能訓練においては、理学療法士による専門的訓練に加え、生活リハビリを取り入れること

で身体機能の維持・低下予防を図りました。また、健康管理の徹底と体調変化の早期把握と対

応に努め、感染症集団発生の防止や重症化および入院リスクの低減に取り組みました。今後も

高齢化等による身体の衰えが顕著であるご利用者様が多い現状に変わりはないため、継続して

取り組んでいきます。 
利用者旅行については、近場での少人数、個人日帰り旅行ではありましたが非常に喜んでい

ただけました。 
 
4 働きやすい職場づくりと人財育成の取り組み 

エルダーメンター制度や OJT を通した育成と指導を行いました。また、職員間の声がけが増

えてきているように感じられ、心理的安全性の向上が感じられます。 
１on１ミーティングは、計画通りに進める事が難しい状況ではありましたが、業務状況の把

握や課題を上司やリーダーと共有する事で、業務の方向性や安心して働ける心理的安全性の構

築につながっています。 
 
5 関連機関・地域との連携 

相談支援事業所や福祉事務所と連携し、利用ニーズの把握と情報共有を行いました。短期入

所においては、越冬での活用によりご利用者様およびご家族様の安定した生活を支援できたと

考えます。 
地域連携については、サービス点検調整委員に施設内の巡回をしていただき、職員の様子や

施設内の状況を確認いただきました。また、自治会総会へ出席し施設行事等への参加や環境整

備等について協力をいただけることになりました。 
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障害者支援施設 更望園 

令和 7 年度 事業報告書 

 

重点事項の実施状況 

 

1 ご利用者様の権利擁護と意思決定支援の充実 
（1） 今年度も意思決定支援の研修を継続し、職員が“支援する側の視点”に偏らず、ご利用

者様本人の視点を第一に考える姿勢を学びました。意思の把握が難しい場面でも、迷いや選

択できない状況も意思の表れとして受け止め、日常生活そのものが意思決定の連続であると

いう認識を共有しました。また、個別支援会議（意思決定支援会議）では、ご利用者様を中

心としたチーム支援を強化したことで、ご本人の希望が生活に反映される場面が増え、意思

を尊重した支援が進みました。 
 
（2） ご利用者様の権利擁護と意思決定支援の充実を目指し、日々の支援におけるコミュニケーシ

ョンの質の向上に取り組みました。日常の関わりを通じて「好き・嫌い」「価値観」「生活歴」な

ど個別性の把握を深め、ご本人を深く理解する関係づくりを進めました。また、職員間でコミュ

ニケーションの取り方を共有し、ご利用者様が安心して思いを表出できる環境づくりをすすめる

ことが出来ました。 
 
 2 良質なサービスの提供 
（1） ご利用者様一人ひとりの生活リズムや身体状況、価値観に合わせた個別支援を実施し、安心

して過ごせる生活環境の提供に努めました。職員配置と人材育成を進めることで、支援の質向上

につながりました。 
    
（2） ICT や介護機器の導入を進め、移乗サポートロボット「Hug」により介助の効率化と安全性

向上、職員の身体的負担軽減を実現しました。また、電話主装置や IP カメラドアホン更新に

より連絡体制が安定し、防犯面でも改善が進みました。 
 
（3） 6 月から 10 月にかけて計 9 件の利用者旅行を実施し、ご利用者様の体力や希望に合わせ

て日帰り・1 泊旅行を企画しました。観光や外食、買い物、観劇など、日常では得られない

体験を提供し、多くの笑顔や満足の声が寄せられました。事前の話し合いやしおり作成など、

旅行前から楽しめる工夫も行い、満足度向上に繋がりました。 
 
（4） 電子機器を活用した e-Sports を日中活動に取り入れ、ご利用者様の楽しみや生きがいにつ

ながる取り組みを進めました。大樹棟、花園棟で実施し、特に花園では 6～7 名が参加する

など活動が広がりました。初めは遠慮がちな様子も見られましたが、体験後には「楽しかった」

という声が多く活動への関心が高まりました。新年会でもレクリエーションとして実施され、

楽しみや交流を生み出す活動として定着しつつあります。 
 
3 働きやすい職場づくり 
（1） 職員同士が「ありがとう」を伝え合う文化が広がり、互いに感謝を感じながら働ける明るい

職場づくりが進みました。日々の対話や 1on1 ミーティングを通じて信頼関係が深まり、前向き

な雰囲気が生まれました。 
 
（2） 毎月の 1on1 ミーティングを通じて職員の悩みや強みを把握し、適切な役割分担やサポートに

つなげました。職員が自ら考え行動できるよう支援する姿勢が定着し、「本音で話せる関係性」

がさらに深まりました。 
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（3） 施設長や係長が積極的に現場へ足を運び、ご利用者様や職員との対話を重ねることで、情報

共有と改善が進みました。「名前で呼び合う」取り組みも定着し、互いを尊重しながら話しやす

い職場環境が維持されています。 
 
4 人財育成の取り組み 
（1） 若手職員を中心とした委員会は開催が難しい状況にありましたが、利用者が語る会では若手

が主体的に意見整理や企画反映を行い、支援の質向上と若手育成の機会となりました。 
 
（2） 新たに迎えた 3 名の職員に対して、エルダーメンター制度を中心に OJT・OFF-JT を組み

合わせた育成を行い、業務の流れや支援のポイントを丁寧に指導しました。相談や振り返り

を通じて早期の職場適応を支援し、安定した業務遂行につなげました。 
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こさか地域生活支援センター 

令和 7 年度 事業報告書 

 

重点事項の実施状況 

 

１. ご利用者様の人権を尊重し、個別支援計画に基づいた良質なサービスを提供します。  
（１）意思決定の尊重と情報共有の推進 
ご利用者様一人ひとりの意思を尊重した個別支援計画の作成および見直しを計画的に実施し

ました。モニタリングを通じて生活の希望やニーズの再確認を行い、その実現に向けた支援のあ

り方を検討しました。また、支援会議を通じて職員間の情報共有を図り、支援の統一と質の向上

に努めました。 
（２）虐待防止・身体拘束適正化・人権擁護の推進 
事業所内研修や支援員会議を通じて、虐待防止および身体拘束適正化、人権擁護に関する理解

促進に取り組みました。一方で、長年の慣習や規程理解の不足に起因する不適切な支援が一部見

受けられました。今後は OJT の強化により「不適切ケア」の理解を深め、適正な支援の徹底を

図ります。 
（３）日中活動・地域活動の充実 
ご利用者様の希望を反映した料理教室や買物外出、季節行事（お花見ドライブ等）を企画・実

施しました。活動後の振り返りでは満足度の高い意見が多く、生活の充実感の向上につながって

いることが確認されました。 
（４）高齢化への対応と生活環境の整備 
ご利用者様の高齢化に伴う課題に対し、関係機関との連携による情報共有を行いました。住替

えを検討されたケースについては、本人・家族・関係機関と連携し、安心して移行できる支援を

実施しました。今後も生活の継続性を重視した支援体制の構築に努めます。 
 
２．事業の安定経営と災害に強い事業所づくりを推進します。 
（１）業務改善の推進 
「ムダの排除」「標準化」「見える化」を意識した業務改善に取り組みました。特に物品管理の

効率化を進めましたが、職員への浸透が不十分であり、十分な成果には至っていません。引き続

き継続的な改善に取り組みます。 
（２）防災体制の整備 
災害発生時におけるご利用者様の安全確保と事業継続体制の強化を図るため、BCP に基づく訓

練を実施しました。訓練を通じて、災害に強い事業所づくりに向けた具体的な改善点を把握する

ことができました。今後も継続的に訓練を実施し、BCP の実効性向上と安定した事業運営に努

めてまいります。 
 
３．サービスの質の向上と人財育成による定着を図ります。 
（１）研修参加による専門性と資質向上 
法人内外の研修に計画的に参加し、専門知識と技術の習得に努めました。施設内では「精神障

がいのある方への支援」「虐待防止」「自閉症支援」等の研修を実施し、職員の資質向上を図りま

した。 
（２）1on1 ミーティングによる関係性の構築 

1on1 ミーティングは計画どおり実施できませんでしたが、日常的な声かけにより相談しやすい

環境づくりが進みました。 
 
（３）自然なコミュニケーションの促進 
挨拶や感謝の言葉を大切にする風土づくりを推進し、職員間の関係性の向上が見られました。

これにより、職場全体の協力体制および定着率の向上に寄与しています。 
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（４）エルダー・メンター制度による新任職員の育成 
エルダー・メンター制度を活用し、新任職員の業務習得および職場適応を支援しました。心理

的安全性の向上にもつながっており、毎月の人材育成委員会にて運用状況の振り返りを行い、制

度の充実を図っています。 
 
５．地域に開かれ、信頼される事業所を目指します。 
（１）実習生・ボランティアの受け入れと地域との関わりの促進 
年間を通じて実習生および地域ボランティアの受け入れは実施されませんでした。次年度も引

き続き地域との信頼関係構築を事業運営の重要な柱と位置づけ、地域に開かれた事業所を目指し

てまいります。 
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地域生活支援拠点おおだて 

令和 7 年度 事業報告書 

 

重点事項の実施状況 

1  ご利用者様が主体的な生活を送れるよう、ご本人の状況や希望を的確に把握した質の高いサービ

スを提供します。 
職員の質の向上を目的に年度途中から各部署での横断的な支援に取り組みました。支援にあた

っては、日々変わる状況に対応するため職員自ら情報を集め支援し、次につなげるといった姿勢

が醸成され始めました。またご利用者様からの声に積極的に傾聴する姿勢も育ってきました。次

年度はより一層支援の質が向上するよう取り組みを継続していきます。 
虐待や差別については毎月の不適切ケアについてのアンケートを実施し、自らの振り返りと他

職員のケアについて見つめる事でグレーゾーンの意味と内容を考える取り組みを継続してきま

した。虐待研修ではディスカッション形式を取り入れ、虐待がなぜ許されないのか、またなぜ起

きてしまうのかについて自ら考え、意見を共有し合う場を設けることで、理解を深めました。今

後も継続して取り組みます。 
 
 2   事業の安定経営と災害に強い事業所づくりを推進します。 

上半期はしみずで 3 名の入院から始まり大変苦しい状況でありましたが、行政・基幹相談・相

談事業所と密な連携をとり次第に稼働率が向上しております。 
自立訓練事業は新規ご利用者様の見込みもなく、ここ数年稼働率も改善されなかったため令和 7
年 11 月末をもって事業廃止し、内容の適切化と効率化を進めました。また、経営改善を目指し

て適正な人員配置を行い、その中で日々の業務の効率化や改善に工夫を重ねました。相談支援事

業所においても、適正な相談支援員の配置を検討し、効率的な事業所経営に向け統合を検討しま

した。 
BCP については、非常食の有効期限切れのため、更新を行っております。その他しみずの浸水

想定地域について、シオンへの垂直避難を原則として危機管理意識の向上を職員に周知しており

ます。 
 
 3   生産性向上に取り組み、組織の連携強化と職員のスキルアップに繋げます 
      年度初め並びに年度途中からの配属職員に対し、エルダーメンター面談を計画的に実施。職員

の現在の状況を適切に把握し、指導・助言を行ってきました。職員からは業務に対する考え方、

スキル、姿勢について自己評価と他評価とのすり合わせを丁寧に実施。大きく躓くことなく取り

組むことが出来ました。 
配置体制を変更するたびに業務改善への意識を持つよう声をかけ、日々の業務を見直し、小さ

なことから改善に取り組む姿勢が徐々に表れてきています。 
1on1 については 2 ヶ月に 1 回を目標に取り組みましたが、感染症や急な職員退職などで不十分

な取り組みとなりました。次年度は計画性をもって確実な取り組みをします 
 
4  地域に開かれ、信頼される事業所を目指します。 

大館市地域生活支援拠点として、行政・基幹相談等に周知。今年度は緊急短期の受け入れ実績は

ありませんでしたが、避暑・越冬のご利用者様の受け入れを積極的に行いました。次年度も機能

を周知し、柔軟な対応をおこなって行きます。 
各種学校のソーシャルワーク実習生の受け入れを積極的に行い、次世代の福祉人材育成に取り

組みました。今後も各種養成機関との連携を密にし、地域福祉の創造に取り組みます。 
3 月に地域連携推進会議を実施し、行政を含めた委員によるグループホームの運営につい

ての協議を実施しました。 
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障害者支援施設 鹿角苑 

令和 7 年度 事業報告 

 
重点事項の実施状況 

１ 人権に配慮した良質なサービスの提供をします。 

・  全職員を対象に虐待防止研修を実施し、不適切ケアのチェックを通して日頃の言動を振り返り

ました。虐待防止研修においては、グループディカッションを取り入れ「虐待はなぜいけないの

か」「虐待はどうして起きるのか」といったテーマについて、自分たちが考え言葉にする機会を設

け理解を深めました。加えて後半からは、小グループで意見交換を行う「ケアトーク」を導入し、

「考える・話す・訊く」を繰り返すことで、虐待防止に対する意識の向上と職員間のコミュニケ

ーションの活性化につなげました。 

・  ご利用者様の自己決定・自己選択を基本方針とし、ケア会議には可能な限りご本人に参加して

いただきました。また、日々のニーズやアセスメントに基づいた個別支援計画を作成し、適切な

支援の実施に努めました。その結果、日常の場面において「選択していただく」支援の姿勢が定

着してきています。 

・  ご利用者様の「望む生活」の実現に向け、日々の関わりの中から「可能性」に着目し、外出支

援や余暇活動、日中活動の工夫に取り組みました。これにより、生活の幅を広げる支援につなげ

ています。 

・  事故防止については「事故ゼロ」の達成には至りませんでしたが、発生事象ごとに速やかに検

証を行い、再発防止策を講じました。また、対策の実施状況を確認する機会を継続的に設け、再

発防止の徹底を図っています。 

・  サービス点検調整委員会の開催や福祉サービス第三者評価の受審を通じて、外部の視点を取り

入れながらサービスの質の向上に取り組みました。 

・  多床室から個室化への移行については、予算や業者との調整により今年度の実施には至りませ

んでしたが、次年度実施に向けた準備を進めています。あわせて、現状の生活スペースの見直し

を行い、より快適な環境整備に取り組みました。 

 

２ 人財育成と働きやすい環境づくりを目指します。 

・  事業所内研修については、業務負担軽減を目的に、とわだ地域生活支援センターと主催を分担し

て実施しました。事業所形態の違いから内容面での課題は見られたものの、おおむね円滑に実施す

ることができました。また、外部研修については職員間での情報共有を行い、専門的な支援技術や

知識の習得に努めました。 

・ 中核的人材研修への派遣を行い、経験に頼る支援だけでなく、根拠に基づいた支援、予防的支援か

ら QOL の視点を意識した支援の重要性、チームアプローチの大切さを学び、日々の実践に取り入

れました。中核的人材については、次年度より法人内の他事業所においてもチームマネジメントを

担いながら、サービスの質の向上に取り組んでいく予定です。 

・  異動職員に対しエルダー・メンター制度を活用し、実践的な育成を行いました。また、新任職員

に限らず、障がい者雇用についても特性に配慮した関わりを行いながら就労支援を進めた結果、次

年度からの採用につながりました。 

・  １ｏｎ１ミーティングについては、計画的な実施が十分とは言えない状況もありましたが、必要

に応じて随時面談を行い、法人が目指す理想の職員像の共有と意識づけを図りました。 
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・  働きやすい職場づくりに向けて、業務改善や職員間の配慮について各種会議を通じて継続的に意

識づけを行いました。また、「眠りスキャン」の増設により、ご利用者様の安全確保と職員の負担

軽減を図るとともに、ＡＩ議事録の活用や業務内容の見直し、チェック表の整理を行い、業務の効

率化につなげました。 

・  食事提供の効率化を目的として再加熱カートを導入しました。運用面での課題はあるものの、業

務開始時間を 5：30 から 8：00 へ変更できたことは、職員の負担軽減において大きな成果となりま

した。 

 

３ 経営の安定と強化を目指し、安心・安全な生活を支援します。 

・  経営の安定化に向け、日頃から健康観察を徹底しました。２名のがん終末期のご利用者様への対

応においては、入院や対処により一時的な稼働率の低下はあったものの、ご本人の「施設で最期ま

で過ごしたい」という意向に寄り添った支援を実施することができました。この経験は、看取り支

援に対する対応力の向上につながっています。 

・  安定した経営の継続に向け、適切な予算執行と経費の節減に努めました。今年度は、省エネルギ

ー設備（二重サッシ）および介護ロボット事業（眠りＳＣＡＮ）の補助金を活用し、経営コストの

削減を図りました。 

・  疥癬や新型コロナウイルス等の感染症が発生しましたが、迅速な対応により重症化や拡大を防ぎ、

早期終息につなげることができました。また、この経験を踏まえ、感染症対策マニュアルの見直し

や体制強化を行いました。 

・  鹿角市地域生活支援拠点事業所としての実働実績はありませんでしたが、自立支援協議会との情

報共有を継続し、緊急時の受入れ等に備えた体制維持に努めました。 
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とわだ地域生活支援センター 

令和７年度 事業報告書 

 

重点事項の実施状況 

1 人権に配慮した良質なサービスの提供を行い、経営の安定と強化を目指します。 

   令和 7 年度もとわだ地域生活支援センターの基本目標である、「利用して良かった！働いて良かっ 
た！誰もがそう思える事業所にしよう！！」の下、ご利用者様はもちろんご家族様や地域のみなさ 
ん、そしてとわだ地域生活支援センターで働く全ての職員がいつも笑顔でいられるよう、提供する 
サービス全般において改善と向上に努め、事業所運営にあたりました。 
 ご利用者様の個別対応については、健康・趣味・作業・余暇を反映した計画作成に努め、個別支

援計画に基づき、生活リズムの安定や健康管理の支援を行いました。生活全体を支援する機能、設

備向上のため、各事業所において環境整備を進め、ご利用者様が安心して過ごせる生活空間の提供

に取り組みました。 
 サービスの質の向上および良い支援を増やす取り組みとして、職員が自分で考え、意見を言いや

すい環境づくりやコミュニケーションの強化を目的に、会議内容の見直しやディスカッション形式

の導入を進めました。これに伴い、会議の在り方や体制についても見直し・改善を検討しました。 
 日々の活動を通じて、生活の充実や就労意欲の向上につながる支援を実施しました。日中活動に 
おいては年間を通じて季節行事やレクリエーションや研修旅行、外部講師による創作活動や音楽活 
動を取り入れることで参加率も高い水準を維持することが出来ました。また、グループホームにお 
いては、外出や外食支援を行い、ご利用者様の生活の楽しみを拡大させることで、ご利用者様の満 
足度を高め、利用したくなる事業所づくりに取り組みました。 

 

2 リスクマネジメント 

   ご利用者様の安全・安心を確保する事を基本に、虐待防止、事故防止対策を中心としたサービ 
  ス提供における危機管理体制の確立に努めました。 
   虐待防止研修については、講義形式ではなく、ディスカッション形式での研修を開催し、虐待に

ついて自分たちで考えて話す方式を取り入れ、改めて虐待について考える機会を設けました。ま

た、良質な支援の充実に向けて、法人のケアマニュアルを活用し、支援の基準について職員自ら

が検討・設定し、目標として取り組みを始めています。 
   事故防止については、事故防止委員会内でヒヤリハット・事故報告の検証を行い、対応策を話し 
  合う事で再発防止に努めました。 

ご利用者様の安全・安心を確保する事を目的に火災、地震に対する避難訓練を実施しました。 
   感染症対策委員会を定期開催し、新型コロナウイルス、インフルエンザ等への対応を協議しまし 

た。今後も手洗い・消毒・換気などの基本対策を徹底し、職員・利用者への啓発を継続し、体調不 
良者が出た場合には速やかに対応する事で、感染の拡大防止に努めていきます。 
 

3 人財育成 

   事業所として安定したサービス提供を行うために職員の資質向上に取り組みました。年間研修計 

画に基づき、内部研修・外部研修を計画的に実施することで、ご利用者様の重度化・高齢化に対応 
するための支援スキルの底上げに努めました。 
 ヒヤリハットや支援上の気づきを職員間で共有する仕組みを整備することで、リスクマネジメン 
トに基づく情報共有と支援の質向上に努めました。 

   1on1 ミーティングについては予定通りに実施できない部分があったため、次年度は確実に実施し

ていくよう努めます。 
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福祉型障害児入所施設 東山学園 

令和 7 年度 事業報告書 

 

重点事項の実施状況 

 
1 情緒の安定と、良質な関わり方の習得 
  障がい児や被虐待児等においては、愛着形成の課題や虐待経験によるトラウマ等の発達上の課

題があり、生活をする上で困難な部分が多々あります。個々の特性を理解し日々の振り返りの中

でつまずいている行動に着目しながら、適切な関わりを繰り返し練習する中、気持ちの良い対人

関係を感じとり、学び、表現することに取り組みました。ストレスへの対処や問題解決できる力

が緩やかではありますが、成長を感じる状況となりました。入所前に習得できなかった生活スキ

ルについても、集団生活の中で経験を増やし、レベルアップしたことにより心理的安心感を高め

る取り組みができました。 
生活の中で、GH 体験利用、調理実習の実施。就労実習は、将来的にどう暮らしたいかという

観点から個々を理解し、実現を支援するために比内支援学校かづの校と連携し取り組みました。

見通しの持てる生活の組み立てを行ったことで、GH 入所・施設入所（退所後の生活の場の確保）

就労に繋がりました。 
 
2 笑顔で安心して暮らせる生活提供と安定経営 
  事故防止対策委員会、虐待防止・身体拘束適正化委員会を毎月開催し、研修会も継続して実施

してきましたが、8 月には成人棟で虐待事案が発生しました。また 2 月には児童棟において、利

用者様の不満が管轄外の児童相談所へ伝わったことから県への通報として扱われ、聞き取り調査

が行われました。審議会では虐待案件には該当しないとの判断でしたが、いずれの事案も重く受

け止めています。 
「虐待」を生まない、「不満」を放置しない組織づくりを目指し、1on1 ミーティングを通じて

職員の不安や課題を共有し、助言・指導を行いました。権利擁護の意識向上と風通しの良い職場

づくりを進め、日常支援の振り返りを徹底しています。「心配先回り・気づき・利用者様の声」

を軸に、「にやりほっと」「ヒヤリハット」を職員間で共有し、気づきを実行に繋げる取り組みを

強化しました。 
また、トヨタ生産方式を活用した業務改善を進め、「働きやすい職場」と「笑顔になれる支援

環境」の実現を図りました。学園祭（学習会）では、ご利用者様・ご家族様・ボランティアの皆

様に多数ご参加いただき盛大に開催できました。今後は地域住民の参加促進にも努めます。さら

に、県内 3 カ所の児童相談所およびさいたま市北部児童相談所と連携し、適切な支援や退所後の

進路について協議し、GH・施設入所・就労等へ繋げました。 
 
3 期待される職員像を認識し、主体性をもって実践できる人財育成 
  法人各種指針に沿った対応を標準として、法人の階層別研修に年間計画の通り参加し、個々の

スキルアップやキャリアアップに向けて取り組みました。研修後、復命研修等で報告し情報共有

や学んだ内容を業務に活かしました。 
サービス管理責任者研修（基礎 1 名・実践 1 名・更新 1 名）や強度行動障害支援者研修（基礎

3 名）を計画的に受講しました。今後も適切な支援が提供できるように取り組みを継続します。 
  毎日評価シートや 1on1 ミーティングを通じて職員間の相互理解を図りました。AI 議事録作成

アプリを活用することにより時短となり頻度が増えています。1on1 を通じて職員の健康管理、メ

ンタルの他に風通しの良い環境作りについても把握できるようになり、働きやすい職場作りの一

助となりました。 
新任職員や年度途中入職者に対して、エルダーメンター制度を活用し、指導と振り返りを行い

ました。また、毎月の人財育成委員会にて取り組みと進捗状況を確認し育成状況を共有しました。 
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障害者支援施設 東山学園 

令和 7 年度 事業報告書 

 

重点事項の実施状況 

 
1 自分らしい暮らしを実現するための良質なサービス提供 

 ご利用者様がご自身で選択し決定できるよう、意思決定支援に関する研修を受講し、日々

の支援においてご利用者様の意思を尊重する取り組みを進めました。買い物や外出、利用者

旅行などの場面では、ご利用者様の希望を確認しながら社会的体験の機会を広げ、人や社会

との交流を楽しめるよう支援を行いました。 
 日中活動ではそれぞれの障がい特性や身体状況に応じた訓練や運動、創作活動、音楽鑑賞、

園芸活動、個別課題等を継続し、身体機能の維持、気分転換、生活の充実につながるよう支

援しました。 
サービス担当者会議は年間計画に基づき、毎月少人数に振り分けて計画的に開催し、個別

支援計画を作成しました。ご利用者様一人ひとりの状況を職員間で共有し、ご家族様との連

携を継続的に深めることができました。 
短期入所においては、長期間連続で宿泊されていた方が入所へ移行されましたが、新規契

約者の利用も継続しており、地域生活の支援拠点として、住み慣れた地域での生活を支える

役割を果たすことができました。 
 

2 笑顔で安心して暮らせる生活提供と安定経営 
 今年度、当施設において虐待事案を発生させてしまいました。ご利用者様の尊厳を守ると

いう基本姿勢に反する行為であり、ご利用者様及びご家族の皆様には大変辛い思いをおかけ

しました。事案発生後、速やかに事実確認と原因分析を行い、全職員を対象とした虐待防止

研修を実施しました。また、虐待についてのディスカッションを複数回開催し、職員間での

共通理解の促進と再発防止策の強化に努めました。今後も虐待防止、身体拘束適正化にむけ

た体制の見直しと職員の意識向上の取り組みを繰り返し、ご利用者様が安心して生活できる

環境の確保と、ご利用者様の尊厳を守る支援を行います。 
 今年度は福祉サービス第三者評価を受審しました。評価結果を地域交流の促進や苦情を伝

えやすい環境整備、記録の充実などが課題として指摘を受けたため、今後の改善に繋げ取り

組みます。 
 施設入所は年度途中で退所された方が 3 名おりましたが、他施設、関係機関と連携をとり、

入所を進めたことで、稼働率の安定を図ることができました。また、加算の内容や稼働状況

を毎月確認し、目標達成と安定した運営に向けて継続的に取り組みました。 
  

3 期待される職員像を認識し主体性をもって実践できる人財育成 
 職員一人ひとりの専門性向上と働きやすい職場づくりを目指し、研修参加、1on1 ミーティ

ング、OJT、エルダーメンター制度を活用して人財育成に取り組みました。ご利用者様支援の

質向上に向けては、知識・技術の習得だけでなく、支援姿勢や倫理観の向上にも努めました。

適切で質の高い支援を提供するため、強度行動障害支援者研修では基礎研修を 3 名、実践研

修を 1 名が受講し、行動理解と支援技術の強化を図りました。また、法人内の階層別研修や

専門研修に加え、知的障害者福祉協会等が実施する外部研修への参加を推進し、最新の知識

や他機関の実践を学ぶ体制を整備しました。 
1on1 ミーティングでは、職員間のコミュニケーション促進と課題共有の機会を確保しまし

たが、毎月の確実な実施には至らなかったため、今後は実施状況を毎月確認し、職員の不安

や課題の把握と、相談しやすい関係づくりに努めます。 
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 はなわ地域生活支援センター・障害者センター 
 

令和 7 年度 事業報告書 

 

重点事項の実施状況 

 

１、意思決定支援の実践と良質なサービスの提供 

ご利用者様一人ひとりの意思を尊重し、自己選択・自己決定を基本とした支援の実践に取り

組みました。毎月のサービス担当者会議において、グループホームでの生活や日中活動での状

況、ご本人の困っていることなど、ご利用者様にヒアリングを行い、意思を丁寧に確認し、強

みを活かした個別支援計画を作成しました。個別支援計画の質向上を図り、地域で安心して暮

らせる支援体制の構築を進めました。 

サービス管理責任者等が定期的に事業所を巡回し、支援現場での OJT を強化し、支援の質

の均一化と職員のスキル向上に努め、良質なサービス提供の継続につながりました。 

鹿角市自立支援協議会での事務局運営を通じて、行政、医療機関、社会福祉協議会、相談支

援事業所などと連携し、地域ニーズの把握と適切なサービスへの橋渡しを行いました。地域福

祉の担い手としての役割を果たし、地域全体の支援体制の強化に寄与しました。 

 

２、「また利用したい」と思ってもらえる事業所運営と安定経営 

ご利用者様が日常生活の中で楽しさや充実感を感じられるよう、工夫を凝らした支援を行

いました。日中活動では単調な軽作業の繰り返しとならないよう、軽運動やレクリエーショ

ン、事業所周辺のクリーンアップなど、多様な活動を実施しました。 

また、不要品の整理や処分を行い、活動環境を整えるなど現場課題の可視化や 5S 活動の業

務改善を通じて、働きやすい職場環境を整え、安定した事業運営を推進しました。外出や食事

など、日常のさまざまな場面が楽しさにつながるよう工夫した支援を実施しました。 

地域の社会資源を活用することで、生活の幅が広がり、地域で暮らす喜びを実感できる機

会が増えました。毎月のサービス担当者会議にご利用者様が出席し、日常生活の思いや希望

を直接共有しました。その声をサービス管理責任者、看護師、生活支援員、世話人、宿直専門

員などが受け止め、個別支援計画へ丁寧に反映しました。 

職員の気づきを共有し、無理・無駄を省く改善活動を推進しました。働きやすさと働きがい

のある職場づくりが進み、安定した経営基盤の強化につながりました。 

令和 7 年 4 月よりこさか相談支援事業所を休止、相談支援事業所障害者センターとの統合

により、相談支援専門員の集約による業務効率向上と相談支援機能の充実・強化を図りまし

た。 

また地域ニーズや人口減少の実態に即し、安定したサービス提供を目的に、令和 7 年 7 月よ

り生活介護事業所とぅいんくる(定員 5 名)を休止、はなわワークセンター生活介護事業所との

統合を行いました。人口減少に伴う人手不足への対応など、地域の実情に即した運営体制の見

直しを行うことで、持続可能なサービス提供の体制作りを目指しました。対象となったご利用

者様及びご家族様に対して丁寧な説明と円滑な移行手続きを行いました。 
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３、期待される職員像を共有しながら、障害福祉に関する専門性を高め、主体的に実践できる人 

財育成を推進します。 

日頃から利用者支援における背景や原因について、問題意識をもって取り組めるよう、「な

ぜ」や「どうして」をキーワードに法人が掲げる「期待される職員像」を共有し、専門性を高

め主体的に実践できる人財育成に取り組みました。職員自らが考え、主体的に行動できる人財

となるよう、業務におけるあらゆる場面が職員の育成と成長の機会と捉え取り組みました。 

1on1 ミーティングでは職員個々の状況に応じて、柔軟にコミュニケーションを重ねることで、

職員の不安や疑問を残さないよう取り組みました。チームで支え合いながら成長する組織風

土の醸成に努め、職員の課題や悩みを共有しやすい環境作りに努めました。 

日々の支援で生じる課題の背景や原因を自ら考える姿勢が徐々に育まれ、支援の質向上に

つながりました。事業所内外の研修に積極的に参加し、専門性の向上に努めました。計画的な

研修受講により、将来にわたって質の高いサービス提供が可能となる人財育成が進みました。

エルダーメンター制度を活用し、新人職員や異動職員の育成を丁寧に行いました。 

職員の定着促進と専門職育成の強化につながりました。 
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養護老人ホーム和光園 

令和 7 年度 事業報告書 

 

重点事項の実施状況 

 
1 ご利用者様支援・介護サービスの質の向上と満足度の向上（質の高いサービスの提供） 

ユニット会議での継続的な学習と個別支援の検討により、自立支援や認知症ケアの質向上に努

めました。職員配置の工夫により関わりの時間が増え、意向に沿った生活支援が充実しています。 
活動や満足度調査、「語る会」等を通じてニーズ把握と改善を行い、信頼関係の構築を図りま

した。ICT・介護ロボットの導入により業務効率化と職員負担軽減を進めるとともに、安全性や

効果の検証を行い、サービスの質と満足度の向上につなげました。 
 
2 事業の安定経営と事業所機能の向上 

関係機関との連携強化や行政への働き掛けにより受入体制の拡充を図り、契約入所の増加や一

時的な満床により収益確保につなげました。一方で措置入所は減少し目標未達となっています。 
特定施設では稼働率が低下したものの、適切な認定区分変更や加算算定により収益向上に取り

組みました。補助金を活用した設備更新や ICT 導入によりコスト削減と環境整備を進め、生産性

向上と安定運営に努めました。 
 
3 リスクマネジメントの強化 

事故防止に向けた分析と再発防止策の徹底に加え、アセスメントによるリスク把握と適切な支

援を実施しました。見守り機器や ICT の活用により情報共有と見守り体制を強化しています。転

倒リスクへの対応として専門職と連携し環境整備を進めました。 
緊急時対応訓練やマニュアル見直し、感染症対策の強化にも取り組み、安全・安心な運営体制

の確保に努めました。 
 
4 魅力ある職場づくりの推進 

働きやすく働きがいのある職場づくりに向け、業務改善や人財育成、コミュニケーション強化

を進め、職員の意識向上と定着を図りました。 
1on1 ミーティングは実施にばらつきがあり課題が残っています。 
有給休暇取得の促進や柔軟な働き方の推進、資格取得支援や研修環境整備を行いましたが、離

職者もあり、今後の定着対策が必要です。 
 
5 地域との連携・共同の推進 

関係機関との連携や情報発信を通じて地域ネットワークの強化を図り、相談対応を通じて切れ

目のない支援につなげました。契約入所の需要増加や緊急相談への対応により、地域のセーフテ

ィーネットとしての役割を果たしています。 
成年後見制度の活用支援や研修参加による支援力向上に加え、地域活動や交流を通じて地域福

祉への貢献を進めました。 
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東恵園地域生活支援センター 

令和 7 年度 事業報告書 

 
重点事項の実施状況 
 
1 サービスの質と生産性の向上 
（1）専門性の向上と質の高いサービスの提供 

勉強会や外部研修への参加、マニュアル等の見直しにより、職員の専門性向上と業務の標準化

を進め、サービスの質の向上に努めました。 
 
（2）業務改善の取り組み 

職員配置やシフトの見直しにより効率化と負担軽減を図りました。事業所の移転によるコスト

削減と業務効率化に加え、ICT や見守り機器の活用により情報共有や記録業務の効率化と安全確

保を進めました。 
 
（3）事故を未然に防ぐ取り組みの強化 

ヒヤリハット事例の共有や見える化により職員の意識向上を図り、事故の未然防止と再発防止

に取り組みました。 
 

 
2 安定経営に向けた取り組み 
（1）利益拡大に向けた取り組み 

運営の効率化や登録者数の増加により収益確保に取り組みましたが、要介護度の軽度化等の影

響により黒字化には至りませんでした。 
 
（2）人財育成と離職防止 

1on1 ミーティングの継続により職員の課題把握と成長支援を行い、モチベーション向上と離職

防止に努めました。あわせて加算要件に沿った体制整備を行い、専門性とキャリア形成の両立を

図りました。 
 
（3）感染症対策・災害対策の強化 

体調管理や事前確認の徹底により感染拡大防止に努めるとともに、BCP に基づく訓練や備蓄点

検により防災体制の強化を図りました。 
 

 
3 地域との連携 
（1）地域を支える取り組みの強化 

地域行事や相談会等を通じて関係づくりと多職種連携を推進し、地域に信頼される拠点づくり

に取り組みました。 
 
（2）情報発信 

SNS や広報媒体を活用し、サービス内容や日常の様子を発信することで理解促進と信頼向上に

努めました。 
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特別養護老人ホーム東恵園 

地域密着型介護老人福祉施設月山の郷 

地域密着型介護老人福祉施設鹿南の郷 

令和 7 年度 事業報告書 

 

重点事項の実施状況 

１、ご利用者様の安全と快適さを最優先 

   東棟の解体および居室移動は円滑に完了しました。移動にあたっては、ご利用者様の生活リ

ズムや意向に配慮し、居室配置や共有スペースの活用を見直すとともに、職員配置や勤務体制

の調整を行い、ご利用者様主体の支援に努めました。 

また、移動後には速やかに避難訓練を実施し、安全な避難方法の確認を行いました。工事関

係者および職員間での情報共有を徹底し、安全かつ安心して生活いただける環境整備を図って

います。なお、西棟については建物・設備の劣化が進んでいることから、引き続き安全対策を

講じてまいります。 

 

２、サービスの質の向上 

   施設サービス計画に基づき、介護支援専門員を中心に多職種連携による情報共有を図り、ご

利用者様主体の支援を実施しました。 

リスク管理においては、日々の変化や職員の気づきを速やかに共有し、事故防止・再発防止

に取り組みましたが、類似事故の発生も見られました。把握したリスクを具体的な予防策に結

びつけることが今後の課題です。 

看取りケアでは、ご家族様から感謝の言葉をいただくなど一定の評価を得ており、ご利用者

様の最期に関わる経験が職員のスキル向上にも繋がっています。 

 

３、安心・安全でその人らしい暮らしの継続 

   ユニット型施設では、24 時間暮らしの支援シートを活用し、個別ケアを継続しました。従来

型施設においても、改築後を見据えたユニット的な配置・体制づくりを進め、職員配置や業務

の流れの可視化を図るとともに、日中業務の効率化に向けて週案から日案への移行を試行して

います。 

また、ご利用者様の尊厳保持に向け、不適切ケアおよび虐待防止の取り組みを実施し、日々

のケアの振り返りを通じて組織的課題を整理しました。会議では、相互に声を掛け合える職場

環境の重要性が共有されましたが、具体的な取り組みの実施には至っておらず、今後の課題と

なっています。 

 

４、働きやすい職場と人財育成 

 上半期に課題となっていた 1on1 ミーティングの実施については、下半期において対象者の

拡大や時間設定の工夫を行い、実施機会の確保を図りました。エルダー・メンター制度の活

用により、新任・異動職員の育成を進めたほか、3 施設の主任による情報交換の場を設け、

気づきの共有や業務改善、相互の成長に繋げています。 
また、生産性向上委員会ではワークシートを活用し、業務のムリ・ムダ・ムラの削減に取

り組みました。鹿南の郷では補助金を活用してインカムを導入し、リアルタイムでの情報共

有が可能となるなど、業務効率の向上に繋がっています。 

 

５、経営の安定化のための取り組みを実践 

  上半期に課題としていた稼働率の低下に対し、予防可能な入院の減少を目標に取り組みまし

たが、肺炎や尿路感染症による入院が多く、加えて退所後の入所調整に時間を要し空床期間が

資料1　令和7年度　事業報告書 30 2026/06/05



長期化するなど、稼働率の維持が難しい状況が続きました。併設短期入所の廃止や新規入所申

込者数の伸び悩みもあり、厳しい運営環境となっています。 

このような中、居宅介護支援専門員との連携強化により入所調整の迅速化と空床期間の短縮

に努めるとともに、空床利用型短期入所の活用を推進しました。 

今後も算定可能な加算の継続に加え、職員体制や収支のバランスを踏まえ、新たな加算の算

定に向けた情報収集を進めていきます。 
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